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住　　居

高等女学校家事科の教科書にみる住生活

　　　　　　　　　　　　　大分大教育　久保加津代

はじめに　　大正期を中心とするデモクラシー期には，洋風住宅の影響や衛生面の進歩に支

えられ，都市「中流」階層の「主婦」たちに活発な住生活改善論議がみられるようになる。

（X塚族本位の住居観にもとづいており，②女性の生活の改善に目を向けていることが一つの

特徴である。当時の高等　に，これらの点がどのようにとりあげられて

いたか，具体的に分析した。

方法　明治時代後半の家事科の教科書のうちから，後閑菊野・佐方鏑子の『家事教科書

上・下』，塚本はま子の『実践家政學講義』を，大正時代～昭和時代のはじめにかけての家

事科の教科書のうちから，大江スミの『悪用家事精義』住居篇，『悪用家事教科書上下i >

『賞用家事教科書』，『家事賞習案内』と，井上秀子の『最新家事提要』，『家庭管理法』

とをとりあげて，分析した。分析の視点は，①家族だんらんの空間の位置づけ，②主婦のた

めの空間の有無と位置づけ，③家事労働空間の実態と改善姿勢，などである。

結果および考察　　1.いずれの教科書も良妻賢母主義思想の強いものであった。2.明治

時代;のおわりから大正剛切）初期にかけての教科書は，「主婦の部屋」の記述や台所改善な

どについての詳細な記述がみられた。3. ;大正謝t中期以降の教科書は，生活の能率■it-合

瑠ﾋの視点力i強かった。「家族本位」という用語は使用されていたが，実際に教科書に掲載

されている住宅の平面図には，南向きの「食堂」や「茶の間」は少なく，「主婦室」もみら

れなかった。「生活改善同盟會」の影響力拷えられる。

2 Up-4 生活改善同盟会に関する研究　３

　一住宅改善調査委員会の組織と構成メンバーについてー

　　　　　　　　昭和女大　礒野さとみ　○東工大附属工高　内ヨ青蔵

　生活改善同盟会は、設立亘後に住宅に関する改善点を調査検討する組織として住宅改善

調査委員会を設置し、r住宅改善の方針』の発表、住宅・家具・庭園・共同住宅などの改

善内容の調査検討を行っていく。本研究では、住宅改善の諸提案を行った住宅改善調査委

員会の組織と構成メンバーなどについて報告する。

　大正９年のT住宅改善の方針バこ最初の委員名の記載が見られる。委員は、委員長佐野

利器、副委員長B廊享吉ら2 1名で、其の内訳は建築関係者！！名、文部省･内務省の社会

教育関係者３名、女子教育者４名、その他３名で、委員の半数を建築関係の専門家が占め

ている。この内1 9名は、昭和３年まで委員名を確認できる。この聞の大lElO年には建

築関係者１名、大正I ！糾こは企業関係の３名が一時的に加わっている。そして昭和３年

には、再び先の４名が加わる他、新たに建築関係者！名、社会教育関係者３名、女子教育

家！名、その他２名の計７名増え、委員は30名になっている。委員会では調査検討を進

めるため、建築関係の委員を中心に構成した特別委員会を作り、庭園は主査田村剛他４名、

共同住宅は主査福E日重義他３名、家具は主査今和次郎他５名を委嘱している。大正l 1年

に加わった委員３名の内の１名渋渾秀雄は共同住宅の特別委員に委嘱されるなど、住宅改

善の方針発表後は改善項目の内容に合わせて委員を構成し担当させていたと考えられる。

　以上から住宅改善調査委員会は、若干の移動はあるものの建築関係の専門家を中心とし

た委員により調査検討が行われ、調査検討には主たる内容別に担当者がほぼ決まっていた

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　283


